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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
と
い
う
の
は
、
商
業
学
に
し
ろ
配
給
論
に
し
ろ
そ
の
科
学
名
は
、
給
論
に
当
る
と
か
、
い
う
よ
う
な
理
解
の
仕
方
は
適
当
で
な
い
。
ヽ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
の
契
機
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
現
在
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
(
M
a
r
k
e
t
i
n
g
)
と
い
う
用
語
は
、
単
に
そ
れ
が
、
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
の
商
業
学
に
当
る
と
か
、
配
一
定
の
歴
史
的
背
景
の
下
に
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
成
立
さ
せ
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
商
業
学
及
び
配
給
論
と
い
う
科
学
名
よ
り
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
科
学
名
が
よ
り
大
き
く
生
成
発
展
し
て
来
た
の
は
、
特
有
の
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
ア
(
1
)
（
2
)
 
メ
リ
カ
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
商
業
学
や
配
給
論
の
中
で
取
扱
う
こ
と
自
体
は
矛
盾
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
た
め
に
、
従
来
の
独
自
の
商
業
学
や
配
給
論
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
迎
合
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
だ
か
ら
、
現
在
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
生
成
発
股
の
分
析
を
通
じ
て
の
み
そ
の
本
質
が
正
し
く
認
識
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
社
会
経
済
学
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
し
る
、
経
営
経
済
学
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
し
ろ
、
或
は
経
営
技
術
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
し
ろ
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
分
析
を
経
な
け
れ
ば
正
当
な
理
解
に
は
到
達
柏
尾
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
昌
哉
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又
、
軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
移
行
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
八
二
年
頃
ま
で
は
産
業
資
本
主
義
段
階
、
そ
れ
以
後
ち、
允
ず
、
あ
り
、
二
つ
は
、
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
展
開
さ
れ
発
展
さ
れ
た
の
は
、
二
つ
の
時
機
的
ボ
イ
ン
ト
を
転
機
と
し
て
お
こ
の
二
つ
の
時
機
的
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
段
階
区
分
と
い
う
の
は
具
体
的
に
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
、
、
、
、
、
一
九
二
九
年
以
降
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
に
見
舞
わ
れ
た
時
機
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
も
一
九
二
九
年
も
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
世
界
的
恐
慌
一
八
八
二
年
の
恐
慌
を
契
機
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
端
緒
段
階
に
目
を
移
そ
う
。
一
八
0
0年
台
に
お
い
て
、
既
に
ア
メ
リ
カ
は
、
三
七
年
、
四
八
年
、
五
七
年
、
六
五
年
、
七
三
年
、
八
二
年
、
九
三
年
と
恐
慌
の
洗
礼
を
受
け
て
来
て
い
る
。
こ
の
略
ミ
確
実
な
周
期
を
も
っ
て
到
来
す
る
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
の
中
で
、
特
に
一
八
八
二
年
の
そ
れ
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
恐
慌
を
は
さ
ん
で
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
(
3
)
 
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
い
わ
ゆ
る
独
占
資
本
主
義
段
階
へ
突
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
一
八
八
二
年
の
恐
慌
を
契
機
に
し
て
、
は
独
占
資
本
主
義
段
階
で
あ
る
と
理
解
し
て
差
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
階
で
は
ま
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
問
題
が
発
生
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
一
八
八
二
年
頃
ま
で
の
産
業
資
本
主
義
段
一
八
八
二
年
頃
か
ら
一
九
二
九
年
頃
に
至
る
期
間
は
、
独
占
資
本
主
義
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
同
時
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
端
緒
形
(
4
)
 
態
の
現
わ
れ
る
時
機
で
も
あ
る
。
そ
の
端
緒
形
態
の
代
表
が
配
給
費
節
約
の
問
題
で
あ
る
。
大
体
、
独
占
資
本
主
義
段
階
で
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
独
占
的
資
本
が
、
価
値
以
上
の
独
占
価
格
設
定
に
よ
る
独
占
利
潤
を
目
指
り
、
そ
の
内
容
も
前
段
の
後
段
と
で
は
大
い
に
違
っ
て
い
る
。
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
―
つ
は
、
、
、
、
、
、
一
八
八
二
年
以
降
で
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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
今
日
、
題
生
起
を
も
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
成
立
す
る
と
す
る
論
法
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
配
給
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
C
そ
の
た
め
、
非
独
占
を
圧
迫
、
併
合
、
従
属
し
て
行
く
こ
と
は
勿
論
、
流
通
過
程
に
お
け
る
商
業
資
本
を
掌
握
す
る
か
或
は
排
除
す
る
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
す
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
独
占
利
潤
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
独
占
が
進
行
し
て
行
く
た
め
に
は
、
独
占
的
資
本
は
、
商
業
資
本
の
独
自
性
を
逐
次
奪
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
経
済
学
的
に
は
産
業
資
本
の
商
業
資
本
へ
の
圧
迫
(11
商
業
利
潤
圧
迫
）
の
過
程
を
意
味
し
て
い
い
る
。
一
八
八
二
年
頃
一
九
二
九
年
頃
に
至
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
端
緒
形
態
の
段
階
で
は
、
そ
れ
が
、
産
業
資
本
の
商
業
資
本
へ
の
圧
迫
の
過
程
と
は
い
っ
て
も
、
圧
迫
そ
の
も
の
は
そ
れ
程
本
質
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
商
人
の
独
自
的
領
域
で
あ
る
流
通
過
程
そ
の
も
の
を
浸
蝕
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
流
通
過
程
を
通
じ
て
生
産
過
程
へ
の
配
慮
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
中
心
は
、
合
理
的
な
配
給
経
路
の
研
究
即
ち
如
何
に
し
て
配
給
費
を
節
約
す
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
が
集
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
配
給
費
節
約
の
問
題
こ
そ
が
正
し
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
端
緒
形
態
と
い
え
る
。
(
5
)
 
け
れ
ど
も
、
こ
の
段
階
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
成
立
し
た
と
い
う
論
に
は
贅
成
し
が
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
配
給
費
節
約
の
問
日
わ
れ
／
＼
‘
が
問
題
に
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
全
部
で
は
な
く
一
部
分
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
独
占
的
資
本
の
流
通
過
程
へ
の
直
接
的
進
出
（
直
売
店
設
置
・
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ア
設
置
な
ど
）
と
こ
れ
に
基
づ
く
生
産
計
画
樹
立
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
す
べ
て
を
包
含
し
た
綜
合
的
経
営
の
道
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
独
占
的
企
業
の
立
場
か
ら
個
別
資
本
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
「
市
場
問
題
の
激
化
に
際
し
て
の
独
占
資
本
の
市
場
争
奪
競
争
の
手
段
で
あ
り
、
独
占
資
本
に
よ
る
市
場
し
か
し
、
380 
支
配
の
た
め
の
諸
方
策
の
総
称
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
荒
川
教
授
の
指
適
は
誠
に
適
確
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
理
解
す
る
と
、
社
会
経
済
的
に
は
、
商
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
地
位
の
低
下
で
あ
り
、
流
通
部
面
に
お
け
る
独
自
的
地
位
を
失
い
つ
4
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
段
階
で
は
、
商
業
資
本
の
独
自
的
領
域
で
あ
っ
た
流
通
過
程
を
も
支
配
包
含
し
始
め
る
段
階
で
あ
る
。
そ
れ
が
商
業
資
本
の
独
自
的
領
域
で
あ
っ
た
流
通
過
程
そ
の
も
の
へ
の
進
出
で
あ
り
支
配
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
何
よ
り
も
特
徴
的
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
の
恐
慌
以
後
の
段
階
こ
そ
以
上
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
は
っ
き
り
と
成
立
し
た
時
機
な
の
で
あ
る
。
正
し
く
一
九
二
九
年
の
恐
慌
は
重
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
成
立
の
契
機
で
あ
っ
た
。
既
に
ヴ
ァ
ル
ガ
が
指
適
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
は
資
(
6
)
 
本
主
義
経
済
の
一
般
的
危
機
の
第
三
期
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
独
占
段
階
は
高
度
化
し
、
し
か
も
よ
り
高
度
の
独
占
資
本
間
の
競
争
が
一
層
淑
化
し
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
が
恐
慌
と
危
機
と
を
同
時
に
招
来
す
る
よ
う
な
段
階
で
あ
る
。
そ
し
て
、
産
業
資
本
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
下
に
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
独
占
的
企
業
の
立
場
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
つ
ま
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
の
中
核
は
、
商
業
資
本
の
地
位
の
相
対
的
低
下
と
い
う
現
象
か
ら
考
え
れ
ば
必
然
的
に
産
業
資
本
に
帰
着
す
る
筈
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
主
体
は
あ
く
ま
で
独
占
的
企
業
で
あ
り
必
然
的
に
生
産
的
資
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
（注）（
1
）
桐
田
尚
作
「
商
業
学
概
論
」
三
五
頁
(
2
)
深
見
義
一
「
商
業
学
」
五
二
頁
(3)
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
経
済
の
独
占
段
階
移
行
の
時
機
に
つ
い
て
は
、
七
二
年
、
八
二
年
の
何
れ
か
の
恐
慌
に
契
機
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
七
0
年
台
に
は
ま
だ
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
(frontier)
も
残
っ
て
い
た
し
、
ト
ラ
ス
ト
の
生
成
が
軌
道
に
乗
っ
て
は
来
た
が
そ
の
一
し、
゜
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
よ
り
高
度
の
圧
迫
過
程
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
つ
ま
り
、
産
業
資
本
の
商
業
資
本
即
ち
商
業
利
潤
へ
の
四
381 
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
現
在
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
盛
行
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
が
輩
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
く
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
の
激
化
を
背
景
に
し
て
、
独
占
的
企
莱
が
個
別
資
本
の
立
場
に
お
い
て
、
そ
の
難
局
打
開
に
狂
奔
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
経
済
学
的
に
は
、
産
業
資
本
が
商
業
資
本
の
独
自
的
領
域
で
あ
っ
た
流
通
過
程
を
も
支
配
し
包
合
し
て
行
く
時
代
で
あ
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
。
二、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
概
念
の
整
理
五
般
化
は
八
0
年
代
以
隆
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
八
二
年
に
契
約
を
求
め
る
方
が
よ
り
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
堀
江
保
蔵
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
概
説
」
参
照
宇
治
田
富
造
・
神
野
琉
一
郎
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
生
成
と
発
展
」
参
照
小
原
敬
士
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
歩
ん
だ
道
」
（
経
済
評
論
一
九
五
三
年
九
月
号
）
F.A. 
S
h
a
n
n
o
r
「
A
m
e
r
i
c
a
'
s
e
c
o
n
o
m
i
c
 g
r
o
w
t
h
,
 1940」
L
.
M
•
H
a
c
k
e
r
「T
h
e
T
r
i
u
m
p
h
 of A
m
e
r
i
c
a
n
 capitalism̀
1949」
(
4
)
荒
川
祐
吉
「
現
代
配
給
理
論
」
一
四
頁
(5)
例
え
ば
、
奥
村
氏
は
「
…
一
九
0
0年
の
…
一
九
二
0
年
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
生
産
と
消
費
が
バ
ラ
ン
ス
を
も
っ
て
成
長
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
で
あ
っ
た
」
と
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
し
、
桐
田
氏
も
こ
の
時
代
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
成
立
の
基
因
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
奥
村
鵬
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
（
東
商
・
一
九
五
七
•
五
）
八
頁
桐
田
尚
作
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
へ
の
反
省
(
P
R
七
巻
七
）
四
七
頁
桐
田
尚
作
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ッ
ト
」
(
P
R
九
巻
九
）
六
頁
(
6
)
荒
川
祐
吉
「
現
代
配
給
理
論
」
―
二
頁
(
7
)
武
山
泰
雄
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
」
一
ー
六
五
頁
参
照
い
う
ま
で
も
な
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注
(
1 ハ
ン
セ
ン
(
H
y
s
t
r
o
m
)
は
前
者
に
当
る
第
二
次
大
戦
後
も
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
依
然
と
し
て
繁
栄
の
道
を
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
け
れ
ど
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
は
い
よ
l
v＼
激
化
し
て
来
て
い
る
。
中
で
も
、
資
本
家
の
生
産
拡
大
と
狭
い
有
効
需
要
と
の
間
の
矛
盾
は
益
々
増
大
し
、
九
四
八
年
、
五
三
年
と
二
回
に
わ
た
っ
て
深
刻
な
過
剰
生
産
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。
(
1
)
 
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
独
占
的
企
業
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
極
度
の
高
度
化
に
と
も
な
う
、
独
占
強
化
(11
巨
大
資
か
く
て
、
本
間
の
競
争
激
化
）
と
い
う
事
態
の
下
で
、
狭
い
有
効
需
要
に
対
面
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
工
業
生
産
維
持
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
人
為
的
操
作
が
行
わ
れ
、
そ
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
そ
う
と
す
る
の
が
個
々
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
あ
り
、
社
会
経
済
学
的
に
は
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
輩
出
し
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
は
必
ら
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
財
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
す
べ
て
の
活
動
の
統
合
で
あ
る
と
い
う
正
確
な
定
議
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
、
だ
が
こ
れ
ら
の
多
様
の
概
念
を
先
ず
基
本
的
立
場
か
ら
二
つ
の
範
疇
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
表
言
の
相
違
や
言
葉
の
用
い
方
は
違
っ
て
い
て
も
、
社
会
経
済
学
的
立
場
と
経
営
経
済
学
的
立
場
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
(
2
)
 
し、
(
H
•
L
•
H
a
n
s
e
n
)
や
メ
イ
ナ
ー
ド
概
念
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ナ
イ
ス
ト
ロ
ー
ム
(
8
)
 
(
M
a
y
n
a
r
d
)
は
後
者
に
当
る
。
現
実
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
理
論
体
系
化
の
過
程
に
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
こ
れ
が
例
い
、
(
4
)
 
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
総
合
的
｝
‘
1
統
合
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
進
も
う
と
、
行
動
体
系
の
組
織
と
し
て
統
一
的
に
理
解
す
る
方
向
へ
進
も
う
と
、
前
述
の
二
つ
の
基
本
的
立
場
の
何
れ
か
の
概
念
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ル
ガ
の
調
査
し
た
数
字
に
よ
る
と
、
U
S
A
に
お
け
る
年
平
均
の
新
設
備
費
は
、
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
一
九
二
九
ー
―
―
―
八
年
、
三
五
億
ド
ル
、
ーュ． 
ノ‘
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畏
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
業
資
本
の
利
潤
が
全
部
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
販
売
価
格
と
の
差
を
利
潤
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
七
九
四
五
ー
四
九
年
、
一
四
四
億
ド
ル
、
一
九
五
O
I五
四
年
、
ニ
―
―
―
二
億
ド
ル
、
と
急
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
ガ
「
戦
後
資
本
主
義
の
経
済
に
つ
い
て
」
（
名
和
・
玉
井
編
「
現
代
資
本
主
義
と
恐
慌
」
）
―
―
頁
。
(2)p•Hystrom'
M̂arketing 
H
a
n
d
b
o
o
k
,
 1954" 
(3)H.L•Hansen 
"
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1
9
5
6
 p.3 
H
.
 B
u
n
d
 &
 J. 
W. C
a
r
r
o
l
l
 
"
T
h
e
 C
h
a
n
g
i
n
g
 R
o
l
e
 o
f
 t
h
e
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 F
u
n
c
t
i
o
n
"
 
(Journal o
f
 m
e
r
k
e
t
i
n
g
,
 Vol. 21, 
3. 
1957) 
p. 
2
7
0
 
M
a
y
n
a
r
d
,
 Harold•H., 
a
n
d
 B
e
c
h
m
a
n
 "
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1952" 
p.1,'3 
(
4
)
G
r
e
t
h
e
r
 "
T
h
e
o
r
y
 in 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
"
 1950, 
p.120 
G
r
o
s
s
.
 J.S. 
"
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 R
e
s
e
a
r
c
h
 in 
S
o
l
v
i
n
g
 a
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 
P
r
o
b
l
e
m
"
 
(Journal 
o
f
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 
Vol. 
25, 
No.3. 
1961) 
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
商
業
資
本
の
役
割
は
、
産
業
賓
本
の
総
再
生
産
過
程
の
一
段
階
で
あ
る
流
通
過
程
の
或
る
部
分
を
担
当
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
商
業
資
本
は
、
商
品
の
資
態
変
換
を
も
た
ら
し
て
も
何
ら
の
価
値
も
剰
余
価
値
を
も
造
り
出
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
の
流
通
過
程
の
或
る
部
分
を
担
当
し
、
そ
の
総
再
生
産
過
程
を
促
進
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
利
潤
を
要
求
す
る
。
だ
か
ら
、
商
業
資
本
は
、
利
潤
そ
の
も
の
を
造
り
出
す
生
産
に
は
参
加
し
な
い
で
、
し
か
も
利
潤
の
分
配
に
は
参
加
す
る
資
本
な
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
商
業
資
本
は
、
商
品
の
購
買
価
格
と
そ
れ
は
商
品
を
価
値
以
上
に
売
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
購
買
価
格
に
お
い
て
産
独
占
高
度
化
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
384 
そ
こ
で
、
商
業
資
本
の
介
入
と
い
う
こ
と
は
産
業
資
本
の
利
潤
を
そ
れ
だ
け
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
A
わ
ら
ず
、
商
業
資
本
が
発
達
し
た
資
本
主
義
経
済
機
構
の
中
で
な
お
か
つ
存
在
す
る
理
由
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
総
再
生
産
過
程
を
促
こ
の
機
能
に
つ
い
て
は
既
に
マ
ル
ク
ス
(K.
Marx)
が
商
業
資
本
が
必
要
な
比
率
を
超
過
し
な
け
れ
ば
と
前
提
し
て
、
資
本
節
約
、
C
1
)
 
流
通
時
間
の
短
縮
、
市
場
拡
大
及
び
資
本
分
業
の
促
進
と
い
う
三
点
を
指
適
し
て
い
る
°
と
こ
ろ
で
、
資
本
主
義
が
独
占
段
階
に
突
入
し
、
そ
れ
が
益
々
高
度
化
し
て
来
る
と
、
産
業
の
集
中
に
比
例
し
て
商
業
も
変
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
い
よ
／
＼
大
規
模
化
し
た
大
資
本
企
業
の
危
大
な
商
品
を
さ
ば
く
た
め
に
は
商
業
資
本
も
集
中
し
て
強
力
な
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
産
業
に
お
け
る
資
本
の
集
中
独
占
の
進
行
は
商
業
資
本
の
活
動
範
囲
を
相
対
的
に
は
狭
め
て
来
る
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
占
段
階
の
高
度
化
は
、
生
産
手
段
生
産
部
門
の
産
業
を
急
激
に
成
長
さ
せ
、
の
部
門
の
流
通
は
商
人
の
手
を
経
過
し
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
又
、
消
費
資
料
生
産
部
門
の
産
業
で
も
大
規
模
化
が
進
め
ば
進
む
程
、
不
完
全
競
争
が
激
化
し
、
商
業
操
作
は
単
純
化
の
方
向
に
進
む
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
独
占
の
進
行
は
、
商
業
資
本
自
体
の
資
本
集
中
を
も
う
な
が
す
け
れ
ど
も
、
結
極
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
商
業
資
本
は
産
業
資
本
に
対
比
し
て
次
第
に
縮
小
し
弱
体
化
し
て
行
く
。
正
し
く
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ン
グ
の
「
独
占
的
結
合
は
、
商
業
の
独
自
性
を
止
揚
す
(
2
)
 
る
傾
向
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
来
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
産
業
資
本
に
対
す
る
商
業
資
本
の
比
率
低
下
即
ち
商
業
資
本
の
縮
小
弱
体
化
と
い
う
現
象
は
、
先
に
マ
ル
ク
ス
が
指
適
し
た
商
業
資
本
の
有
用
な
機
能
が
独
占
高
度
化
に
と
も
な
う
不
完
全
競
争
激
化
の
段
階
で
は
、
も
は
や
充
分
な
機
能
を
果
し
得
な
く
な
(
3
)
 
っ
て
来
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
に
お
い
て
こ
そ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
生
成
し
発
展
し
て
行
っ
進
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
ノ‘
し
か
も
、
こ
れ
ら
385 
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
い
で
あ
ろ
う
。
（
柏
尾
）
一
般
的
な
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
の
意
味
が
見
マ
ル
ク
ス
・
長
谷
部
文
雄
訳
「
資
本
論
」
（
第
三
部
上
）
三
九
六
ー
三
九
八
頁
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ン
グ
・
林
要
訳
「
金
融
資
本
論
」
二
四
六
頁
。
拙
脳
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
理
論
的
分
析
と
批
判
」
一
三
ー
，
一
四
頁
現
在
農
産
物
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
非
常
に
多
い
。
類
、
野
菜
類
、
果
実
類
、
茶
類
、
工
芸
作
物
類
、
養
蚕
、
畜
産
と
誠
に
多
種
に
分
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
更
に
種
類
別
に
述
べ
上
げ
る
と
簡
単
に
数
百
種
に
及
ん
で
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
農
産
物
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
農
産
物
と
一
括
し
て
と
り
扱
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
九
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
農
産
物
個
々
を
個
別
的
商
品
と
し
て
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
研
究
す
る
の
な
ら
ば
、
ゆ
る
商
品
別
方
法
(
C
o
m
m
o
d
i
t
y
a
p
p
r
o
a
c
h
)
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
失
わ
れ
て
来
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
い
う
点
(11
農
産
物
の
共
通
点
）
注
(
1
)
(
2
)
 
(3) 
四、
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
わ
れ
／
＼
が
農
産
物
と
一
括
し
て
称
え
る
場
合
は
、
あ
ら
ゆ
る
農
産
物
が
正
に
農
産
物
で
あ
る
と
を
こ
そ
問
題
に
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
農
産
物
個
々
の
違
い
は
む
し
ろ
第
二
義
的
な
も
の
と
考
え
て
よ
こ
こ
で
問
題
と
し
て
と
り
扱
う
農
産
物
と
は
、
そ
れ
が
農
産
物
で
あ
る
が
故
に
特
徴
的
に
共
通
し
て
有
し
て
い
る
農
産
物
独
占
高
度
化
と
農
業
一
寸
種
類
別
に
数
え
立
て
4
見
た
ゞ
け
で
も
、
米
殻
類
、
蓑
寂
386 
競
争
も
起
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
独
占
高
度
化
に
と
も
な
う
不
完
全
競
争
激
化
の
段
階
で
の
、
独
占
資
本
に
よ
る
市
場
支
配
の
た
め
の
方
策
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
3
だ
か
ら
、
そ
の
活
動
の
中
核
は
、
農
産
物
生
産
を
行
う
農
業
部
門
は
果
し
て
こ
の
原
則
に
合
致
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
主
義
の
発
逹
は
、
必
然
的
に
社
会
的
分
業
と
し
て
農
業
と
工
業
と
を
分
離
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
独
占
的
企
業
で
あ
い
わ
ゆ
る
面
業
的
農
業
を
造
り
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
本
主
義
的
発
展
の
速
度
は
農
業
に
お
い
て
は
工
業
よ
り
遥
か
に
遅
い
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
主
要
な
原
因
は
、
農
産
物
と
い
う
商
品
自
体
の
特
殊
性
に
も
由
来
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
何
よ
り
も
農
業
の
必
須
生
産
手
段
で
あ
る
土
地
の
経
営
独
占
と
私
的
独
占
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
土
地
と
い
う
主
要
生
産
手
段
は
資
本
の
カ
を
も
っ
て
し
て
も
自
由
に
再
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
事
情
が
農
業
に
お
け
る
資
本
の
集
中
独
占
の
速
度
を
極
端
に
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
他
に
も
、
工
業
に
較
ら
べ
て
農
業
で
は
技
術
適
用
が
困
難
で
あ
る
点
や
農
業
機
械
の
効
率
の
低
さ
や
(
1
)
 
農
業
に
お
け
る
機
械
採
用
の
経
済
力
が
工
業
よ
り
低
位
に
あ
る
こ
と
な
ど
も
農
業
の
資
本
蓄
積
を
不
利
な
も
の
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
(
2
)
 
し
、
農
産
物
自
体
が
も
っ
て
い
る
物
理
的
性
質
が
流
通
過
程
で
不
利
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
以
上
の
よ
う
な
諸
事
情
は
、
独
占
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
程
顕
著
と
な
り
、
農
業
は
工
業
に
対
し
て
資
本
主
義
的
発
展
の
遅
延
を
益
々
増
大
さ
せ
て
行
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
農
業
は
高
度
の
独
占
資
本
主
義
段
階
に
つ
い
て
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
業
と
い
う
産
業
部
門
を
も
含
め
て
独
占
資
本
と
い
う
概
念
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
3
占
高
度
化
の
段
階
と
い
っ
て
も
、
農
業
に
お
い
て
は
一
般
的
に
巨
大
な
独
占
企
業
体
は
現
出
せ
ず
、
従
っ
て
又
農
業
部
門
で
は
不
完
全
り
産
業
資
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
1
0
 
つ
ま
り
、
独
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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
五、
（一）
（
柏
尾
）
の
収
奪
を
受
け
る
立
場
へ
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
食
け
れ
ど
も
、
独
占
高
度
化
の
段
階
で
は
、
巨
大
な
独
占
企
業
体
を
も
っ
て
い
な
い
農
業
部
門
と
い
え
ど
も
全
体
的
に
は
高
度
の
独
占
段
階
の
渦
中
に
ま
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
ゞ
、
農
業
は
資
本
主
義
的
に
弱
体
な
産
業
部
門
と
し
て
独
占
資
本
わ
れ
l
¥、
は
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
そ
の
本
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
単
に
、
若
干
の
例
外
的
な
食
品
産
業
部
門
に
現
わ
れ
た
部
分
的
農
産
物
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
少
＜
と
も
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
わ
れ
／
＼
‘
が
一
括
し
て
問
題
に
す
る
以
上
、
農
産
物
と
し
て
有
す
る
一
般
的
な
共
通
点
に
視
野
を
そ
4
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
注
(
1
)
石
渡
貞
雄
「
農
産
物
価
格
論
」
―
―
＿
六
I-―
-
八
頁
。
(
2
)
K
a
r
l
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o
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h
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n
a
l
y
s
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e
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r
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r
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c
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宍
戸
寿
男
・
三
枝
義
情
訳
「
農
産
物
需
要
分
析
」
参
照
。
独
占
資
本
と
農
産
物
い
わ
ゆ
る
農
産
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
は
人
間
の
食
糧
で
あ
る
。
生
活
が
相
当
合
理
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
農
産
物
の
大
部
分
が
直
接
或
は
簡
単
な
加
工
段
階
を
経
た
後
に
食
糧
と
さ
れ
る
点
で
は
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
た
ゞ
、
若
干
加
工
食
物
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
点
が
違
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
食
糧
を
一
手
に
引
受
け
る
農
業
部
門
は
、
前
項
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
巨
大
資
本
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
3
日
本
の
よ
う
に
家
族
中
心
の
小
生
産
形
態
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
勿
論
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
或
る
程
度
大
規
模
農
業
経
営
の
388 
各国の年間一人当り食糧供給量 (1953-54年） （単位kg)
種別
国別 一
アメリカ
イギリス
l 
フランス
I 
西ドイツ
イクリア
日本
I 
殻
類
72 
92 
108 
98 
155 
149 
肉
8
7
1
2
9
3
 
7
5
7
4
1
 
魚
5
9
9
7
6
7
 
ー
脂
肪
0
1
2
3
2
2
 
2
2
1
2
1
 
牛
乳
239 
212 
7
1
3
4
3
4
 
ー
卵
23 
13 
162 I 11 
8
7
7
 
国民経済研究協会編「日本人の食糧JP.5より引用
一
果
実
野
菜
，
 
6
8
3
4
5
6
 
4
9
2
7
4
5
 
1
1
 
豆
類
ゥ
な
ト
ッ
サ
ミ
ど
-
＇
 7
6
 
191 
108 
186、
117 I 3 
168 
73 
6
 
14 
5 一
48 
47 
30 
26 
16 
13 
つ
の
事
惰
に
よ
っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
巨
大
資
本
特
に
独
占
的
大
企
業
は
生
成
し
て
い
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
資
本
主
義
的
発
展
に
立
遅
れ
て
い
る
農
業
部
門
は
い
わ
ゆ
る
独
占
資
本
に
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
も
象
徴
的
な
現
わ
れ
は
農
産
物
価
格
形
成
を
通
じ
て
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
＞
独
占
資
本
主
義
段
階
特
に
そ
れ
が
高
度
化
し
て
来
る
と
、
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
は
一
層
激
化
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
A
わ
ら
ず
独
占
資
本
は
、
矛
盾
し
た
制
度
に
か
じ
り
付
い
て
独
占
利
澗
や
最
大
限
利
潤
を
求
め
続
け
よ
う
と
す
る
J
こ
の
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
や
最
大
限
利
潤
追
求
の
鋒
先
が
農
産
物
へ
向
け
ら
れ
た
と
き
農
産
物
価
格
の
不
当
な
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
つ
よ
り
具
体
的
に
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
っ
て
農
産
物
価
格
が
不
当
に
低
下
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
四
第
一
は
、
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
獲
得
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
る
事
情
で
あ
る
。
独
占
資
本
が
法
外
な
独
占
利
潤
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
独
占
の
カ
ま
り
、
独
占
資
本
主
義
段
階
で
は
農
産
物
価
格
は
不
当
に
低
下
さ
せ
ら
れ
る
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
も
そ
の
た
め
の
―
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
)
、o
な
し
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
389 
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
あ
る
か
ら
、
（
柏
尾
）
を
利
用
し
て
自
己
の
商
品
価
格
を
正
常
な
価
値
以
上
へ
大
き
く
つ
り
上
げ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
即
ち
、
独
占
資
本
が
自
己
の
商
品
を
価
値
以
上
で
売
却
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
生
産
し
た
価
値
を
不
当
に
多
く
吸
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
処
か
の
部
門
へ
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の
し
わ
よ
せ
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
し
わ
よ
せ
が
資
本
主
義
発
達
の
遅
い
換
言
す
れ
ば
資
本
主
義
の
弱
い
環
で
あ
る
農
業
部
門
へ
向
け
ら
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
独
占
資
本
と
農
業
者
と
の
間
の
直
接
的
商
品
取
引
を
通
じ
て
の
不
等
価
交
換
の
形
成
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
農
業
者
或
は
農
民
が
生
産
の
た
め
購
入
す
る
農
機
具
や
肥
料
や
農
薬
な
ど
は
独
占
資
本
の
商
品
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
叉
、
消
費
資
料
に
し
て
も
大
部
分
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
農
業
者
や
農
民
が
購
入
す
る
商
品
は
原
則
と
し
て
価
値
以
上
の
高
い
独
占
価
格
で
あ
る
の
に
、
彼
ら
の
販
売
す
る
農
産
物
は
価
値
以
下
で
あ
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
は
直
接
的
な
不
等
価
交
換
を
意
味
し
、
の
交
換
を
通
じ
て
農
民
の
価
値
が
無
償
で
独
占
資
本
の
側
へ
移
行
す
る
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
最
も
激
し
い
形
態
を
わ
れ
(
1
)
 
l
＼
は
シ
ェ
ー
レ
現
象
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
元
来
、
シ
ェ
ー
レ
の
現
わ
れ
な
い
と
き
で
も
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
に
よ
っ
て
農
産
物
価
格
は
不
当
に
低
下
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
シ
ェ
ー
レ
の
現
わ
れ
る
と
き
は
農
産
物
価
格
は
言
語
に
絶
す
る
低
さ
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
生
産
力
発
達
の
速
度
の
非
常
に
早
い
工
業
と
遅
い
農
業
と
で
は
一
定
の
年
を
基
準
に
し
て
比
較
す
る
こ
と
が
無
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
力
発
展
の
著
る
し
い
工
業
で
は
、
如
何
に
独
占
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
急
激
な
価
値
低
下
に
と
も
な
う
価
格
低
下
が
現
わ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
て
、
必
然
的
に
逆
シ
ェ
ー
レ
に
な
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
、
逆
シ
ェ
ー
レ
に
な
っ
て
も
独
占
利
潤
が
あ
る
限
り
農
産
物
価
格
は
不
当
に
低
く
さ
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
す
る
と
、
短
期
間
に
も
せ
よ
シ
ェ
ー
レ
現
象
が
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
産
物
価
格
と
い
う
も
の
は
よ
く
／
＼
低
い
段
階
に
お
し
下
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し こ
390 
う
事
情
が
あ
る
。
不
利
に
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
第
三
は
、
農
産
物
と
い
う
特
殊
な
商
品
で
あ
る
が
故
に
流
通
過
程
に
お
い
て
も
価
格
形
成
上
常
に
不
利
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
腐
販
性
商
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
生
産
が
季
節
的
で
弾
力
性
の
乏
し
い
と
い
う
こ
と
、
品
質
が
不
統
一
い
う
こ
と
、
輸
送
及
び
貯
蔵
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
需
要
が
多
元
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ど
の
事
情
を
と
り
上
げ
て
も
価
格
形
成
上
不
利
に
な
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
、
第
一
第
二
の
事
情
と
か
ら
み
合
っ
て
農
産
物
の
価
格
形
成
を
最
後
に
、
以
上
の
諸
事
情
を
最
も
効
果
的
に
演
出
す
る
担
い
手
と
し
て
国
家
政
策
を
通
じ
て
農
産
物
価
格
を
低
位
に
す
え
お
く
と
い
独
占
資
本
が
自
己
に
最
も
利
益
に
な
る
よ
う
に
農
産
物
価
格
を
定
め
る
に
は
、
独
占
資
本
だ
け
の
力
で
は
完
全
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
を
完
全
に
行
う
に
は
、
常
に
人
民
の
利
益
と
い
う
大
義
名
分
の
下
に
国
家
権
力
を
通
じ
て
行
う
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。
独
占
高
度
化
の
段
階
で
は
国
家
は
い
う
ま
で
も
な
く
支
配
階
級
で
あ
る
独
占
資
本
の
機
関
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
国
家
の
行
動
は
、
独
占
資
本
の
利
潤
追
求
と
い
う
点
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
国
家
権
力
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
統
制
或
は
公
定
と
い
う
の
は
こ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
諸
事
情
に
よ
り
独
占
資
本
主
義
段
階
で
は
、
農
産
物
価
格
は
不
当
に
低
下
（
価
値
以
下
の
価
格
へ
）
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
価
格
の
価
値
以
下
へ
の
不
当
な
お
し
下
げ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
、
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
追
求
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
ま
だ
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
う
で
あ
る
。
で
あ
る
。
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
（
非
標
準
品
）
一
四
で
あ
る
と
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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
アメリカにおける所得高と牛乳消費量 (1950年）
所得（ドル) | 499 i 1,000 11,500 J 2,000 13,000 13,500 
乳量（クオート)| 2.86 | 3.24 | 3.47 | 4.02 | 4.06 □四I
田所哲太郎「酪農製品」 P.17より引用
（
柏
尾
）
こ
れ
が
、
農
産
物
価
格
の
不
当
な
低
さ
と
い
う
事
態
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
独
占
資
本
の
間
接
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
、
結
論
的
に
は
、
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
農
業
部
門
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
て
い
る
。
一
五
生
活
水
準
の
低
い
と
こ
ろ
ほ
勿
論
、
生
活
水
準
の
相
当
高
い
と
こ
ろ
で
も
、
生
活
費
の
中
で
食
糧
費
の
占
め
る
比
重
は
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
一
の
平
均
所
得
を
示
す
ア
メ
リ
カ
で
も
、
所
得
増
加
に
比
例
し
て
食
費
も
増
大
し
て
い
る
（
上
表
は
牛
乳
で
示
し
た
が
他
の
食
品
も
大
体
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
も
し
食
糧
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
農
産
物
価
格
が
騰
貴
す
る
と
直
ち
に
賃
金
の
引
上
げ
に
は
ね
返
っ
て
来
る
と
い
う
因
果
関
係
を
示
つ
ま
り
、
農
産
物
の
価
格
が
不
当
に
安
い
と
い
う
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
労
働
者
階
級
の
賃
金
上
昇
を
圧
え
、
独
占
資
本
の
最
大
限
利
潤
獲
得
に
奉
仕
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
正
に
、
低
い
農
産
物
価
格
と
い
う
事
情
は
独
占
資
本
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
形
態
な
の
で
あ
る
。
(
2
)
 
だ
か
ら
、
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
単
に
農
産
物
配
給
の
能
率
化
を
問
題
に
し
た
り
、
農
産
物
小
(
3
)
 
売
の
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
を
問
題
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
対
応
す
る
自
己
防
衛
的
な
現
象
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
主
体
は
独
占
的
企
業
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
占
的
企
業
体
の
生
成
し
て
い
な
い
農
業
部
門
で
は
、
内
部
か
ら
の
自
力
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
展
開
さ
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
農
業
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
農
業
部
門
で
は
育
た
な
か
っ
た
独
占
資
本
に
よ
っ
て
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ツ
ェ
ー
レ
現
象
と
は
一
般
に
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
農
産
物
と
工
業
品
（
独
占
資
本
の
商
品
）
と
の
不
等
価
交
換
の
状
態
を
グ
ラ
フ
化
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
或
る
一
定
の
年
の
農
産
物
と
工
業
品
（
農
民
購
入
）
と
の
価
格
を
一
0
0
と
し
て
、
以
後
の
両
商
品
価
格
を
グ
ラ
フ
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
農
産
物
価
格
の
線
が
下
廻
り
工
業
品
価
格
が
上
廻
っ
て
鋏
状
に
な
る
と
き
シ
ェ
ー
レ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
2
)
久
保
村
隆
祐
「
農
産
物
配
給
能
率
に
関
す
る
一
考
察
」
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
九
三
ー
'
1
0
六
頁
）
G
e
o
f
f
r
e
y
 S. 
S
h
e
p
h
e
r
d
^
'
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 F
a
r
m
 P
r
o
d
u
c
t
s
"
 p
.
1
9
7
-
p
.
3
9
8
 
-$照
(
3
)
佐
藤
光
威
「
小
売
店
経
営
に
お
け
る
セ
ル
フ
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
研
究
」
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
一
三
五
＇
＇
一
五
二
頁
）
独
占
高
度
化
の
段
階
に
お
け
る
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
不
当
に
低
い
農
産
物
価
格
の
形
成
に
こ
そ
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
一
見
奇
異
に
も
思
わ
れ
る
結
論
を
前
項
に
お
い
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
本
質
的
な
視
点
に
立
っ
た
場
合
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
い
わ
ゆ
る
独
占
資
本
の
工
業
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
類
似
し
た
も
の
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
以
下
こ
の
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
行
こ
う
。
注
(
1
六、
口
で
如
何
に
し
て
生
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
へ
の
現
わ
れ
は
何
よ
り
も
不
当
な
低
さ
の
農
産
物
価
格
と
い
う
点
で
本
質
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
も
と
よ
り
こ
の
結
論
は
社
会
経
済
的
視
点
に
立
っ
て
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
見
た
場
合
の
も
の
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
、
農
産
物
配
給
の
能
率
化
や
農
産
物
小
売
の
セ
ル
フ
。
サ
ー
ビ
ス
問
題
が
経
営
的
視
野
に
立
っ
た
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
も
思
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
高
度
の
独
占
段
階
で
独
占
的
企
業
の
運
動
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
非
独
占
部
門
で
あ
る
農
業
部
門
内
部
独
占
資
本
と
農
産
物
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
一
六
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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
乳
製
品
、
薬
な
ど
が
こ
れ
に
当
る
と
い
え
よ
う
。
（
柏
尾
）
一七
コ
ー
ヒ
ー
、
ク
バ
コ
、
わ
れ
／
＼
が
農
産
物
と
し
て
理
解
し
て
い
る
も
の
が
極
わ
め
て
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
が
大
部
分
は
、
生
鮮
の
ま
4
或
は
簡
単
な
加
工
の
後
、
人
間
の
食
糧
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
説
明
し
た
。
し
か
も
、
農
業
部
門
に
お
い
て
は
強
力
な
独
占
的
資
本
は
生
成
し
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
大
資
本
が
農
業
分
野
に
入
り
込
む
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
特
に
高
度
の
加
工
過
程
を
経
て
や
4
高
級
な
食
糧
品
を
造
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
き
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
高
級
な
加
工
食
品
に
関
し
て
は
或
る
程
度
の
独
占
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
又
、
独
占
利
澗
が
獲
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
原
料
入
手
が
容
易
で
加
工
が
簡
単
な
農
産
物
で
は
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
缶
詰
加
工
は
何
処
の
国
で
も
非
常
に
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
原
料
生
産
者
が
分
散
し
て
お
り
、
叉
、
加
工
が
非
常
に
簡
単
で
あ
る
か
ら
、
独
占
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
品
は
決
し
て
大
資
本
の
ね
ら
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
大
資
本
が
ね
ら
う
農
産
物
と
い
う
の
は
か
な
り
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
原
料
を
或
る
程
度
総
括
的
に
掌
握
で
き
、
し
か
も
高
度
の
加
工
に
よ
っ
て
高
級
食
品
と
な
り
得
る
よ
う
な
も
の
に
限
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
サ
ト
ウ
、
茶
、
こ
れ
ら
の
部
門
に
は
巨
大
資
本
が
進
出
し
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
生
産
者
を
系
統
下
に
包
摂
し
て
独
占
を
強
化
し
、
独
特
の
加
工
過
程
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
級
食
品
を
造
り
出
し
、
日
本
で
も
ビ
ー
ル
企
業
や
パ
ク
ー
、
い
わ
ゆ
る
農
産
物
を
扱
い
な
が
ら
も
独
占
利
潤
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
チ
ー
ズ
な
ど
の
酪
農
製
品
の
企
業
ほ
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
た
ゞ
、
ビ
ー
ル
が
日
本
で
独
占
的
企
業
と
し
て
独
占
利
潤
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ー
ル
業
界
の
独
占
が
完
成
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
又
、
バ
ク
ー
や
チ
ー
ズ
製
造
を
大
企
業
が
独
占
的
に
掌
握
で
き
る
の
も
、
日
本
に
は
乳
牛
が
少
な
く
て
系
列
下
に
独
占
的
に
包
摂
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
日
本
的
な
事
情
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
農
産
物
生
産
の
事
情
如
何
に
よ
っ
て
、
独
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第
二
面
は
、
占
的
資
本
が
農
産
物
部
門
に
侵
入
す
る
コ
ー
ス
は
色
々
違
っ
て
来
る
が
、
最
初
に
述
べ
た
基
本
的
な
条
件
に
は
変
り
は
な
い
。
さ
て
、
こ
う
し
て
部
分
的
に
も
せ
よ
巨
大
資
本
が
加
工
農
産
物
を
独
占
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
う
と
な
る
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
類
似
の
現
象
が
現
わ
れ
て
来
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
で
も
、
あ
く
ま
で
食
糧
品
と
し
て
の
農
産
物
と
い
う
範
囲
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
あ
る
。
こ
の
点
は
、
部
分
的
な
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
具
体
的
な
二
面
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
瞭
に
な
る
。
第
一
の
面
は
こ
う
で
あ
る
。
特
定
の
農
産
物
を
資
本
が
自
己
の
原
料
と
し
て
購
入
す
る
場
合
、
例
え
ば
、
ビ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
ビ
ー
ル
麦
、
サ
ト
ウ
の
原
料
と
し
て
の
ビ
ー
ト
、
乳
製
品
原
料
と
し
て
の
牛
乳
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
、
自
己
の
独
占
的
地
位
を
強
固
に
す
る
た
め
に
、
特
約
を
結
ん
だ
り
、
前
貸
を
行
っ
た
り
し
て
原
料
を
排
他
的
に
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
既
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
既
に
述
べ
た
よ
う
に
農
産
物
価
格
は
独
占
資
本
主
義
段
階
で
は
不
当
に
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
独
占
的
資
本
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
好
条
件
で
あ
る
。
農
産
物
原
料
の
特
約
や
前
貸
に
よ
る
排
他
的
購
入
と
い
う
の
は
、
農
産
物
価
格
を
お
し
下
げ
た
段
階
で
の
購
入
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
即
ち
、
独
占
高
度
化
の
段
階
で
は
、
独
占
が
完
備
し
て
い
る
か
ら
、
独
占
企
業
体
に
対
し
て
農
産
物
原
料
生
産
者
は
完
全
に
従
属
的
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
他
に
競
争
的
資
本
の
介
入
し
て
来
る
こ
と
も
な
い
か
ら
従
属
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
体
制
を
固
め
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
部
分
的
な
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
第
一
面
な
の
で
あ
る
。
一
般
工
業
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
完
全
に
同
じ
様
相
を
呈
す
る
。
た
ゞ
、
こ
の
部
分
的
な
活
動
は
農
産
物
全
般
を
代
表
し
て
い
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
部
分
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
も
っ
て
社
会
経
済
的
に
農
産
物
マ
ー
ケ
グ
な
の
で
あ
る
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
違
っ
た
何
物
か
ゞ
あ
る
筈
で
一
八
一
般
的
な
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農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
は
中
小
小
売
商
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ン
グ
と
す
る
の
ほ
不
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
農
産
物
は
一
般
的
に
い
っ
て
腐
敗
性
が
強
く
貯
蔵
や
輸
送
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
標
準
化
が
充
分
で
な
い
こ
と
、
需
要
が
極
わ
め
て
多
元
的
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
殊
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
七、
（
柏
尾
）
い
わ
ゆ
る
販
売
促
進
と
い
っ
て
も
一
般
工
業
品
の
場
合
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
即
ち
、
一九
ン
グ
活
動
は
商
業
組
織
の
合
理
化
（
配
給
費
節
約
）
を
通
じ
て
究
極
的
に
は
、
大
生
産
者
の
直
接
販
売
に
向
う
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
食
品
の
場
合
は
、
そ
れ
が
食
品
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
独
特
の
配
給
ル
ー
ト
に
乗
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
た
め
に
、
工
業
品
の
場
合
程
消
費
者
と
の
直
結
が
実
現
し
に
く
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
農
業
協
同
組
合
の
意
義
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
に
よ
っ
て
最
も
直
接
的
な
打
撃
を
蒙
む
る
の
は
、
独
自
的
商
業
資
本
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
大
規
模
小
売
の
出
現
や
生
産
者
直
接
販
売
の
進
出
に
よ
っ
て
極
度
に
圧
迫
さ
れ
る
中
小
小
売
商
業
に
お
い
て
最
も
甚
だ
し
い
。
も
と
よ
り
、
商
業
組
織
合
理
化
で
最
大
の
打
撃
を
受
け
る
筈
の
も
の
は
、
卸
売
商
業
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
か
な
り
の
資
本
を
有
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
加
わ
え
て
、
中
小
生
産
者
や
貿
易
と
い
う
方
向
に
追
加
利
潤
の
源
泉
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
打
撃
の
直
ぐ
現
わ
れ
る
の
(
1
)
 
い
わ
ゆ
る
小
売
商
業
者
が
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
か
卸
売
業
者
が
主
導
権
を
握
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
か
い
わ
れ
る
の
は
、
決
し
て
本
質
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
本
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
対
す
る
自
己
防
衛
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
か
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
そ
れ
が
小
売
商
業
面
に
現
わ
れ
た
と
し
て
も
、
本
質
的
に
は
あ
く
ま
で
独
占
資
本
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
小
売
商
業
部
門
で
現
わ
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
、
小
売
商
一
般
に
い
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
396 
う
こ
と
ほ
充
分
プ
ラ
ス
の
要
因
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
存
在
で
あ
る
産
業
資
本
と
は
共
に
繁
栄
し
て
行
け
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
業
者
の
自
己
防
衛
的
な
も
の
か
、
さ
も
な
く
ば
独
占
資
本
に
よ
っ
て
お
し
付
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
農
業
協
同
組
合
も
同
じ
く
商
業
組
織
の
合
理
化
の
線
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
自
己
防
衛
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
小
売
商
業
者
の
自
己
防
衛
と
は
範
疇
が
違
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
小
売
商
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
、
部
分
的
に
は
独
占
資
本
に
対
し
て
迎
合
的
な
自
己
防
衛
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
が
、
協
同
組
合
の
活
動
は
独
占
資
本
の
系
列
下
に
あ
る
或
は
迎
合
し
て
い
る
商
業
者
に
対
す
る
攻
撃
的
自
己
防
衛
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
特
に
消
費
協
同
組
合
が
商
業
資
本
の
一
部
を
代
位
し
流
通
費
用
を
節
約
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
出
資
金
が
利
潤
（
平
均
利
潤
）
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
が
故
に
、
社
会
全
体
の
総
生
産
資
本
の
利
潤
獲
得
と
は
相
矛
盾
し
な
い
。
つ
ま
り
、
消
費
協
同
組
合
は
、
商
業
資
本
と
は
共
に
栄
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
社
会
の
中
心
的
だ
か
ら
、
独
占
高
度
化
の
段
階
に
お
い
て
も
、
消
費
協
同
組
合
が
発
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
才
的
に
は
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
獲
得
に
と
っ
て
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
と
は
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
理
論
的
に
は
協
同
組
合
の
大
き
な
連
合
組
織
が
で
き
る
と
い
現
在
の
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
複
雑
な
商
業
組
織
合
理
化
と
い
う
点
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
協
同
組
合
の
連
合
組
織
相
手
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
事
は
遥
か
に
簡
単
且
つ
単
純
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
は
、
協
同
組
合
が
生
成
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
或
る
程
度
他
力
本
願
で
成
就
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
消
費
協
同
組
合
の
発
展
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
独
占
資
本
に
と
っ
て
必
ら
ず
し
も
不
都
合
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
生
産
的
な
協
同
組
合
と
も
な
れ
ば
若
干
事
情
が
違
っ
て
来
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
農
民
な
ど
小
生
産
者
の
組
合
の
生
産
事
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
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こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
業
と
い
う
の
は
、
規
模
が
小
さ
く
、
独
占
商
品
と
の
競
合
関
係
も
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
、
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
が
独
占
高
度
化
の
段
階
で
は
消
費
を
上
廻
る
堪
大
な
生
産
力
増
加
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
存
在
と
し
て
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
生
産
的
協
同
組
合
と
い
っ
て
も
、
そ
の
本
質
は
む
し
ろ
生
産
そ
の
も
の
4
協
同
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
商
業
資
本
に
よ
る
不
当
な
収
奪
を
防
止
し
て
小
生
産
者
の
破
懐
を
守
る
と
い
う
点
即
ち
消
費
協
同
組
合
的
な
性
格
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
消
費
協
同
組
合
で
あ
ろ
う
と
生
産
協
同
組
合
で
あ
ろ
う
と
、
協
同
組
合
と
い
う
も
の
の
本
質
は
あ
く
ま
で
商
業
資
本
の
節
約
排
除
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
り
、
独
占
資
本
の
利
潤
と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
農
業
協
同
組
合
も
勿
論
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
原
則
か
ら
考
え
る
と
、
農
業
協
同
組
合
の
生
成
発
展
は
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
の
線
に
沿
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
農
業
協
同
組
合
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
の
役
割
を
果
し
て
く
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
常
に
純
粋
に
経
才
的
活
動
だ
け
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
協
同
組
合
が
常
に
資
本
家
的
な
協
同
組
合
で
あ
る
と
い
う
だ
が
、
現
実
に
は
協
同
組
合
は
こ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
協
同
組
合
が
如
何
に
商
業
利
潤
を
節
約
排
除
し
得
て
も
独
占
資
本
の
独
占
利
潤
を
排
除
し
な
い
限
り
、
完
全
な
自
己
防
衛
（
矛
盾
の
排
除
）
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
才
的
弱
者
の
組
織
で
あ
る
協
同
組
合
が
完
全
に
自
己
防
衛
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
思
え
ば
、
ど
う
し
て
も
独
占
利
潤
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
独
占
資
本
と
の
闘
争
が
生
じ
て
来
る
所
以
で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
協
同
組
合
運
動
が
、
労
働
運
働
や
農
民
運
働
と
と
も
(
2
)
 
に
階
級
闘
争
の
主
要
な
手
段
と
な
っ
て
来
て
い
る
事
実
は
、
こ
れ
を
実
証
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
現
実
的
に
、
協
同
組
合
の
政
治
的
中
立
と
い
う
の
は
不
可
能
に
近
い
と
い
う
事
実
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
こ
こ
に
こ
そ
協
同
組
合
存
在
の
意
398 
一
度
び
こ
の
組
織
が
階
級
的
と
な
っ
た
と
き
は
大
き
な
脅
威
と
な
る
か
ら
で
(
3
)
 
あ
る
。
独
占
資
本
の
協
同
組
合
を
通
じ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
が
消
極
的
と
な
る
の
は
止
む
を
得
ま
い
。
注
(
1
)
久
保
田
隆
祐
「
商
業
活
動
」
（
上
林
正
矩
編
「
商
業
」
）
―
ニ
ニ
ー
―
二
七
頁
(2)
本
位
田
洋
男
「
消
費
組
合
運
動
」
四
ニ
―
I
四
二
五
頁
参
照
。
(
3
)
9
清
水
晶
「
食
料
品
配
給
機
関
と
し
て
わ
が
国
消
費
生
活
協
同
組
合
の
現
状
と
機
能
」
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
）
一
三
五
ー
一
六
六
頁
っ
て
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
、
判
っ
て
い
て
も
、
参
照
協
同
組
合
運
動
の
現
実
が
こ
の
よ
う
に
反
独
占
資
本
的
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
以
上
、
独
占
資
本
は
、
協
同
組
合
の
よ
り
大
き
な
発
展
に
対
し
て
は
警
戒
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
純
粋
に
経
才
的
な
協
同
組
合
の
発
展
が
経
済
理
論
の
上
で
は
独
占
資
本
に
と
義
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
一
批
判
（
柏
尾
）
